
【手話とは】 

ろう者がコミュニケーションをとったり物事を考えたりするときに使うことばで、手指の動きや表情などを使って概念や意思を視覚的に表現する視覚言語であり、ろう者の母語です。   

【ろう者とは】 

耳がきこえない人々のうち、手話という母語を持ち、手話でコミュニケーションをとって、日常生活を送る人々のことです。 

【接し方】 

◆ あなたが、きこえない・きこえにくい人の前に立って、口をやや大きく開いて簡単な単語を短く１小節ごとに区切って、ゆっくり、わかりやすく話してください。 

◆ きこえない・きこえにくい人には、後ろや横から話しかけないで、正面から話してください。 

日常で使う簡単な手話の例 

ありがとう 

あいさつ 

おつかれさま 

わかりません わかりました 

＋ 
＋ 

こんにちは（昼＋あいさつ） 

こんばんは（夜＋あいさつ） 

＋ 

おはようございます（朝＋あいさつ） 

＋ 

ごめんなさい 手話 

よろしくお願いします（良い＋お願い） 

＋ 

世界共通の手話 

→ → 

→ → 

→ → 

両手の人差し指を伸ば
し向かい合わせる。 

伸ばした人差し指を曲げなが
ら自身も軽く会釈する。 

→ 

アイラブユー 鼻の前に、にぎったこぶしを前に出す。 

右手を「グー」の形にし
てこめかみにつける。 

「グー」の手をこめかみ 
から下げる。 人と人とが向き合っておじぎをしている動作。 

人と人とが向き合っておじぎをしている動作。 人差し指と中指だけを伸ばし、額につける。 

枕を下ろすイメージで 

時計の針が正午を示すイメージで 

人と人とが向き合っておじぎをしている動作。 

あたりが暗くなるイメージで 

両方の手のひらを相手
の方に向ける。 

顔の前で手のひらを
交差させる。 

左手の甲を上にして、
右手を垂直に左手の
上にのせる。 

左手は動かさないで、
右手を上げながら 
会釈する。 

右手拳の小指側で 
左腕を２回たたく。 

顔前で右手を斜めに 
構えて少し前へ出し、 
同時に頭を下げる。 

右手の手のひらを胸に 
当てる。 

右手の手のひらで胸を 
なで下ろす。 

右手の手のひらを上にして肩（右胸脇）のあたりを払い上げる。 
「わかりません」という気持ちをこめた表情も加える。 

右手の親指と人差し指の指先 
を眉間にあて、他の指は曲げる。 

顔前で右手を斜めに構えて少し
前へ出し、同時に頭を下げる。 

顔前で右手を斜めに構えて少し前へ出し、同時に頭を下げる。 

両手の人差し指をのばし、 
体の前で上下に位置させる。 

両手を体の前で、２～３回 
回転させる。 

※人差し指の位置は左右どちらが上でも構わない。 



指文字（相手指文字編） 指文字（自分指文字編） 


